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音楽療法
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音楽療法への又り組み
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心の扉を開く音楽療法を目指して

今回の発表の施設

またはサービスの

概要

社会福祉法人聖風会台東区立たいとぅ高齢者在宅サービスセンター

<取り組んだ課題>

職員の介入による充実した音楽療法の達成。

個別対応により意欲低下のある利用者の変化の把

握。

日頃の手話や合唱、合奏の練習の成果を発表する場

を設ける。

社会福祉法人聖風会が母体であるたいとぅ高齢者在宅サービスセンターは、平成
13年6月に開設しました。一般デイサービス30名、認知症デイサービス12名
(1日定員)で特別養護老人ホーム50床と短期入所生活介護10床、地域包括支
援センター、ケアマネジメントセンターも併設している高齢者総合福祉施設です。
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<具体的な取り組み>

あいさつの歌に合わせて一人一人にボディータッチ

(手合わせ)を行い、必ず利用者全員と触れ合う。

合唱の際には、各個人へマイクを向ける。

講師1人対利用者40人では、全員の把握が困難怨

ため、常時4~5名の介護職員を利用者側に配置す

る。

講師をサポートするため、介護織員2名が講師と共

に前に立ち、利用者が参加しやすい環境を作る。

意欲低下のある利用者へは、職員1人が寄り添い精

神的援助を行う。

音楽療法の担当者を介護職員から選出し、講師との

話し合いの場を設ける。

課題に恋っだ曲をBGMとして流す。

音楽療法以外の時間にも課題曲や手話の練習を行

つ。

利用者にぺットボトルや竹を使った楽器を作っても

敬老会の中に発表する場を設け、家族を招待する。
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<活動の成果と評価>

ボディータッチ(手合わせ)を行うことによの、利

用者によの親密に関われ参加意識が高まった。

マイクを向ける事により、自己表現ができ自信が持

てるように恋った。

職員を利用者側に配置することで、スムーズにプロ

グラムが流れ、利用者の表情や動作の把握がしやす

く恋った。

1刻1で寄の添うことにより、今まで見ることの出

来恋い表情や動作の変化が見ることが出来だ。

自ら楽器を作ることによの、よの音楽が身近に感じ

られるようになった。又、片麻痔や握力のない利用

者にも使えるよう恋軽くて持ちやすいものなので、

全員が合奏に参加できた。

担当制にすることによの、担当者と講師の間に信頼

関係が確立され、プログラムや課題曲の提案が積極

的にできるようになった。又、当日の反省や利用者

の反応などを振り返ることができ、次回に繋げられ

るようになった。

発表の場を設けることによの、練習にも積極的に参

加し、自宅でも自主的に練習する利用者もいだ。又、

参加した家族からは喜びの声が聞かれた。
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<今後の課題>

0音楽への興味が低い利用者へのアプローチ
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アクティブ福祉in東京'07（第2回高齢者福祉研究大会/2007年9月26日）

無断転載・複製を禁じます。


